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証紙添付欄

あなたの声をお聞かせください！

12年間の成果と課題12年間の成果と課題
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❶「死生懇話会」設置
❷「日野子ども家庭相談センター」開設
❸「滋賀県パートナーシップ宣誓制度」導入
❹「しがの学びと居場所の保障プラン」策定
❺全国初の「ジェンダー平等債」発行予定

❶「琵琶湖保全再生施策に関する計画」策定
❷国立環境研究所「琵琶湖分室」設置
❸８月27日が「世界湖沼の日」に制定
❹災害教訓等を踏まえた「防災プラン」改定
❺トクリュウ等の「緊急対策プラン」の策定

❶「『幻の安土城』復元プロジェクト」スタート
❷「北の近江振興事務所」設置
❸「滋賀県産業立地戦略」策定
❹「滋賀地域交通ビジョン」策定
❺「わたSHIGA輝く国スポ・障スポ大会」開催

❶「ビワイチ」ナショナルサイクルルート指定
❷「MLGs（マザーレイクゴールズ）」策定
❸「琵琶湖システム」の世界農業遺産認定
❹「THE シガパーク」の取組が本格スタート
❺「木育拠点施設（しがモック）」オープン

❶「すまいる・あくしょん」策定
❷高校新学科設置（森の探究科、みらい共創科)
❸「滋賀県子ども基本条例」施行
❹フリースクール等の施設利用料市町支援
❺「パートナーしがプラン2030」策定
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●●1971年生まれ1971年生まれ
●日吉台小学校、日吉中学校、膳所高等学校卒業日吉台小学校、日吉中学校、膳所高等学校卒業
●一橋大学経済学部卒業後、JR西日本入社一橋大学経済学部卒業後、JR西日本入社
●松下政経塾23期生として入塾松下政経塾23期生として入塾
●2003年 衆議院議員当選（４期連続当選）2003年 衆議院議員当選（４期連続当選）
 国土交通大臣政務官、国土交通副大臣等歴任 国土交通大臣政務官、国土交通副大臣等歴任
●2014年 滋賀県知事就任（現在３期目）2014年 滋賀県知事就任（現在３期目）
●2022年 関西広域連合長就任（現在２期目）2022年 関西広域連合長就任（現在２期目）
●2023年 全国知事会副会長就任（現在２期目）2023年 全国知事会副会長就任（現在２期目）

●1971年生まれ
●日吉台小学校、日吉中学校、膳所高等学校卒業
●一橋大学経済学部卒業後、JR西日本入社
●松下政経塾23期生として入塾
●2003年 衆議院議員当選（４期連続当選）
 国土交通大臣政務官、国土交通副大臣等歴任
●2014年 滋賀県知事就任（現在３期目）
●2022年 関西広域連合連合長就任（現在２期目）
●2023年 全国知事会副会長就任（現在２期目）
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ひとの健康
“いつでも、どこでも、安心”の地域医療・介護体制づくり

健康づくりの推進 → 健康寿命の延伸へ！

文化・芸術・アートやスポーツを通じた元気づくり
　→活かして観光や地域振興につなげる!!

未来へ紡ぎ育てる福祉滋賀

魅力ある公園づくり“THEシガパーク”

人とすべての生きもの（動植物）との豊かな関わり

ひとづくり
子ども・子ども・子ども
子どものために、子どもとともに

 滋賀の産業のために

滋賀の医療福祉のために

滋賀の地域社会のために

子どもと若者の夢をはぐくむ

《ひとづくり》

次代の健康
“ジェンダー平等”人権尊重の滋賀づくり

共生（ともいき）の滋賀（社会）づくり

平和への取組（戦争の記憶を風化させない）

世界とつながり世界から選ばれる滋賀

近江商人“三方よし”などの発信プロジェクト

死ぬまでともに生きるプログラム

多文化共生の滋賀づくり

自然の健康
“マザーレイク”琵琶湖の保全再生

生物多様性保全の取組
（“ネイチャーポジティブ“経済へ！）

地域循環型社会づくり
（廃棄物の適正処理含む）

CO₂ネットゼロ
（気候変動・エネルギー対策）

やまの健康２.０

ともにいきる
「健康しが」基盤づくり

より良き滋賀の自治（民主主義）の追求（議会とともに）

県行政と政策（づくり）のイノベーションへの挑戦

広域行政への積極的関与

社会と経済の健康
滋賀の交通まちづくりの推進

滋賀の産業の活性化（イノベーション推進）

観光で活力“シガリズム”

安全・安心の社会づくり

社会資本の着実整備（維持管理含む）

“北の近江”振興

●地域包括ケアシステムの充実強化 ●子どもを起点とした「いのち
を支える」プロジェクト構想の検討 ●みんなでつくる「健康しが」
（共創）●新たな生きがいづくり、シニアライフの提案 ●こころの
痛みに寄り添う取組の充実 ●文化的処方の仕組みづくり ●わた
SHIGA輝く国スポ・障スポ大会レガシーを活かす ●希望が丘
文化公園などの魅力向上等

●地域公共交通の維持・充実・活性化 ●みんなの移動を支え、暮らしを豊か
にするための財源確保 ●新たな産業クラスターの形成 ●中小企業・小規模
事業者の活性化 ●地場産業（地域特産）の振興 ●農林畜水産業の振興 
●滋賀デスティネーションキャンペーンに向けた取組強化 ●自助、共助、公助
による地域防災力の強化

●「パートナーしがプラン2030」に基づく取組強化（「ジェンダー平等債」
発行予定）●あらゆる人権侵害を生まない取組の強化 ●ケアラー支援や
ケアラーへの理解促進のための取組、「（仮称）ケアラー支援条例」の検討
●「共生社会づくり条例」等の見直し検討●「頼れる身寄りのない人」への
社会的な支援

●「すまいる・あくしょん」の推進 ●生まれる前からの切れ目ない子育て・
子育ち支援 ●市町と連携した保育人材確保の強化 ●一人ひとりの子ども
の育ちと学びへの寄り添い ●笑顔あふれる学校づくり ●子どもとSNSの
関係について議論・検討 ●時代を先取りする県立高校改革 ●県立高等
専門学校の開校

●MLGsの取組推進 ●世界との連携や「琵琶湖博物館」のリ・
デザイン ●森林整備と水源林保全の取組 ●多様な主体と連携
したやまづくり・もりづくり ●中山間地域・山村地域の活性化
●造林公社問題の収束 ●再生可能エネルギーの導入促進とさら
なる省エネ推進 ●吸収源対策と適応策

●開かれ信頼される滋賀県政づくり ●図書館の機能とネットワークの充実 
●（県政150周年記念事業）県史編纂事業の推進 ●関西広域連合や全国
知事会等での活動

生滋賀づくり
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維持管理含む

暮らし・経済への緊急対応暮らし・経済への緊急対応暮らし・経済への緊急対応
中東情勢や物価高騰の影響への対応

① 当面の資金繰り支援や国や既存支援制度等の活用促進
② 事業者や県民への影響の把握、国への情報提供や要望、国等の
特別相談窓口の周知

③ 新しい暮らしへの挑戦 公共交通の利用促進／代替素材の拡充促進等

くわしい
政策集は
HPへ！

www.genki1.comwww.genki1.com
滋賀県をもっと元

気に！


